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本文

2022年11月１日

各　位

会 社 名 ＪＫホールディングス株式会社

代表者名 代表取締役社長　青木　慶一郎

（コード：９８９６、東証プライム市場）

問合せ先 取締役経営管理本部長　舘崎　和行

（TEL．０３－５５３４－３８０３）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する
四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 187,000 4,500 4,400 2,700 84円80銭

今回修正予想（Ｂ） 203,000 6,800 7,300 4,600 144円47銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） 16,000 2,300 2,900 1,900 －

増　 減　 率（％） 8.6％ 51.1％ 65.9％ 70.4％ －

（参考）前第２四半期実績
（2022年３月期第２四半期）

177,805 5,717 6,120 4,220 141円51銭

業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、2022年５月16日に公表いたしました2023年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値を最近

の業績の動向等を踏まえ下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。

１．業績予想の修正

(1）2023年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2022年９月30日）

（単位：百万円）

(2）修正の理由

前期におきましては、「ウッドショック」や住宅機器の供給制約に対し、木質系建材流通の川上から川

下までを一気通貫で手掛け、また、製造加工部門や海外部門も有する当社グループの総合力を最大限に発

揮するとともに、木質系建材卸トップ企業として築いたメーカーとの強固な関係を活かし、木材および木

質系建材、住宅機器等住宅資材全般にわたる供給責任を果たすべく、量の確保や代替材の調達、生産に努

めた結果、かつてない増収、増益となりました。今期は、「ウッドショック」等による影響もやわらぐこ

とを織り込み、期初においては、第２四半期連結業績は増収、減益の予想としました。実際、「ウッドシ

ョック」等の影響はピークアウトしましたが、その収益への影響はこれまでのところ予想よりも小さいも

のにとどまっており、第２四半期連結業績は、利益面を中心に期初予想を大きく上回る見込みになりまし

た。

第３四半期以降も、木材および木質系建材について十分な量を適正な価格で供給すべく、当社グループ

の総合力の発揮に努めてまいりますが、「ウッドショック」、新型コロナウイルス感染症、ウクライナ情

勢、金利や為替の見通し等様々なリスク要因があり、先行きの不確実性は依然高いままです。現時点で、

通期の連結業績予想の修正は行いませんが、修正が必要になった場合には、速やかにお知らせいたしま

す。

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

以　上
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